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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
五
號

経
濟
哲
學
の
問
題

五
二

左
右
田
喜
一
郎

　
カ
ン
ト
の
包
括
的
且
つ
自
然
科
學
的
な
る
自
然
概
念
（
出
訴
霞
門
）
Φ
σ
。
瓢
3
の
の
構
成
を
傳
統
的
に
繊

醸
し
て
、
り
君
〃
が
科
學
的
方
法
の
統
一
を
主
張
す
る
に
面
し
、
㈹
飽
く
ま
で
リ
ッ
ケ
ル
ト
が
ウ
ヰ

ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
小
論
文
偶
よ
ウ
登
足
し
て
、
科
學
の
方
法
論
を
決
定
し
、
之
を
二
元
主
義
に
導
き

た
る
は
、
今
や
學
界
に
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
樹
而
し
て
此
の
二
の
異
な
る
論
議
の
認
識
論
上
の
深

き
根
墓
を
、
リ
ツ
ケ
勘
レ
は
因
果
律
（
濁
夢
蕊
銘
葉
）
と
砲
然
法
財
（
満
潮
お
。
訟
〔
・
旦
と
に
峻
別
し
℃
、
前
者
は

認
識
全
般
の
一
構
成
的
範
疇
（
目
O
霧
馨
窮
7
0
翻
診
O
σ
身
（
逼
一
⑦
）
た
る
が
故
に
、
所
輿
（
無
整
O
⑦
鴨
ぴ
O
琴
）
に
『
客
観

的
走
査
態
』
（
。
ぼ
Φ
客
守
Φ
毒
蕊
島
。
雰
。
5
な
る
扁
の
特
定
な
る
概
念
の
形
式
を
輿
へ
、
此
く
し
て
之
を
構

成
し
．
之
を
可
能
な
ら
し
む
る
込
の
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
後
者
は
輩
純
に
方
法
論
的
形
式
（
蟹
夢
＆
○
δ

搬
ぎ
｝
δ
団
自
巨
）
に
邉
ぎ
ざ
る
が
故
に
、
客
面
的
現
實
態
其
自
身
の
構
成
に
輿
ら
ず
し
て
、
唯
だ
其
の
見

方
、
考
へ
方
〔
雪
穿
三
幅
σ
q
）
を
、
定
む
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
に
反
し
て
、
働
2
蓄
ル
等
の
主
張
は
論
理

上
諭
の
雨
者
を
匿
朋
せ
ず
し
て
、
共
に
認
識
の
構
成
的
範
疇
な
う
と
す
る
こ
と
、
カ
ン
ト
が
其
の
當



時
の
軽
羅
の
野
駆
よ
り
見
て
丁
丁
帥
自
然
科
學
な
参
と
し
て
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
が
自
然
科
學
の
み
の

前
提
な
ρ
と
す
る
肖
然
法
曽
を
以
て
．
直
に
客
観
的
現
實
態
の
範
疇
と
し
た
る
に
⑥
傲
へ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

㌦
如
く
で
あ
る
。
余
は
大
膿
に
於
て
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
結
論
に
賛
同
の
意
を
表
す
る
込
の
で
あ
る

が
、
併
．
し
之
を
立
腰
す
る
爲
め
に
論
ぜ
ら
れ
挙
る
上
述
の
認
識
論
上
の
根
基
及
び
其
の
之
よ
う
生

ず
る
當
然
の
蹄
結
に
心
し
て
は
考
ふ
べ
き
顯
少
か
ら
ず
と
思
ふ
。

（
ご
H
費
艮
”
憎
8
回
£
o
葺
㊦
b
騨
●
ド
鋭
鴇
。
。
ら
。
．
歪
。
謡

（怒っ

悼
焜
ﾓ
旧
窪
ε
三
講
Q
。
σ
守
。
≧
・
藁
（
牙
箋
護
品
①
ぴ
①
コ
ぎ
鐸
や
国
ご
・
穿
募
色
．
漫
押
ン
耳
ン
、
h
曇
G
。
①
．

（
こ
。
）
詞
く
ヨ
負
0
8
帥
錘
麟
”
Ω
霧
。
げ
窄
匿
。
毎
L
属
臥
霞
ノ
く
於
⑭
o
冨
。
貯
μ
津
同
Q
o
陰
．

（
む
切
剛
（
．
落
艮
一
〇
δ
Q
、
9
｝
N
き
9
胤
コ
募
【
μ
婆
．
謎
零
髪
。
ぎ
津
餌
。
7
Φ
野
ビ
£
『
灘
さ
阿
峯
白
あ
層
ρ
ト
ピ
・
6
蕊
．

　
劉
凶
O
犀
O
活
“
　
譲
巳
ひ
二
壇
ノ
《
♂
訟
㊦
⇔
訟
2
曇
障
q
ロ
年
装
伽
み
嵩
嘱
託
溢
g
q
O
謬
。
α
O
げ
㌘
騨
、
b
つ
摩
｝
μ
O
μ
9

　
郵
文
に
て
は
例
へ
ば
回
田
博
士
著
患
索
と
二
二
百
二
十
一
頁
以
下

（
α
）
身
藁
。
匿
”
b
巽
¢
o
σ
蒙
。
塁
｛
簡
錘
畠
（
剛
億
馨
ヨ
H
内
睾
門
・
｛
旦
。
。
．
に
．
》
し
8
野
敬
』
｛
b
ゆ
塗

（
伽
）
H
ゆ
6
陣
”
困
窪
窪
（
倉
肖
竃
貯
§
く
Φ
讐
9
巳
㍗
嵩
。
。
一
い
類
㏄
澤
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因
果
律
と
自
然
法
則
と
を
認
識
の
成
立
上
に
於
て
峻
聾
す
る
所
あ
る
爲
め
に
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
は
前

者
に
落
し
て
は
認
識
主
膿
と
し
て
「
鋼
断
意
識
一
般
」
釦
羨
母
繊
【
Φ
監
。
罵
⑦
〆
く
器
0
ぎ
貯
き
。
停
碧
冨
を
立
し

不
許
不
こ
。
亀
町
の
形
式
と
し
て
の
構
成
的
規
範
二
巴
ハ
・
）
蕩
二
一
蝕
ノ
．
窪
2
。
§
り
露
に
封
癒
せ
し
め
ヵ
る
に

　
　
　
　
鯉
濟
折
口
學
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
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醤
學
　
醗
究
　
　
第
五
鷺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
雌

反
し
て
、
後
者
（
自
然
法
号
）
は
軍
純
に
経
験
的
認
識
主
禮
自
舘
Φ
ぎ
覧
募
魯
Φ
Φ
汗
⑦
謬
㊦
口
号
望
三
Φ
客
の
認
識

叉
は
見
方
の
形
式
舅
｝
翼
⇔
鴎
、
一
計
・
醇
の
幽
鍵
野
一
難
・
、
　
ぎ
と
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
阜
ハ
の
結

果
更
學
は
自
然
科
學
と
拝
行
の
立
脚
地
に
立
っ
て
、
科
学
と
し
て
の
位
置
を
與
へ
ら
る
＼
を
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

に
至
っ
た
の
ば
、
誠
に
巧
妙
の
論
議
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
併
し
方
法
論
上
科
學
の
二
元
主
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
ミ
モ
く
　
ミ
ミ
き
　
き
ミ
　
き
く
　
ド

　
　
　
ノ
ぎ
く
　
く

主
張
し
得
る
野
州
は
或
は
館
が
從
來
二
三
の
二
二
に
敵
て
蓮
べ
た
様
に
の
認
識
異
象
其
自
身
に

干
て
合
理
的
な
る
も
の
と
、
不
合
理
的
な
る
竜
の
と
が
三
極
に
於
て
分
離
鷺
　
　
　
　
　
ら
ず

と
云
，
ふ
吾
等
が
認
識
機
關
の
約
束
に
依
る
も
の
に
非
る
な
き
か
。
カ
ン
ト
も
・
純
粋
理
性
批
響
（
ド

｝
6
む
Q
．
刈
こ
◎
麟
）
に
・
も
「
プ
ロ
　
レ
ゴ
メ
ナ
」
〔
憎
匪
鞠
O
Q
・
嘱
9
臼
に
竜
流
嶋
ベ
カ
灘
即
～
に
、
五
隅
等
の
認
識
㌦
に
於
て
二
の
相
互

に
館
唱
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
竜
の
＼
存
在
す
る
を
認
め
ぎ
る
べ
か
ら
ぎ
る
織
よ
壺
品
行
し
て
、
科

學
的
知
識
に
二
元
主
義
の
成
立
す
る
を
見
る
は
．
吾
等
の
認
識
に
と
ウ
て
避
く
べ
か
ら
ざ
る
論
理

的
構
造
に
は
非
ざ
る
な
き
か
を
疑
ふ
の
で
あ
る
。

　
（
ご
拙
著
］
）
冨
ご
0
2
営
9
0
写
昏
霞
急
曾
ノ
≦
騨
｛
溶
ζ
慶
。
隠
。
障
霧
。
憲
◎
巳
＝
・
⊃
謄
．
謹
聴
●

　
　
拙
稿
灘
濟
學
認
識
論
の
潜
艦
問
題
へ
無
病
諭
叢
第
一
巻
第
三
號
及
弟
四
號
所
載
）

　
此
の
黙
は
暫
く
措
い
て
鼓
慮
に
は
論
ぜ
ず
と
す
る
も
、
カ
ン
ト
は
自
器
Q
Φ
σ
Q
Φ
σ
撃
①
よ
ウ
直
に

壌
算
霞
げ
の
σ
Q
鉱
鴇
に
移
ム
π
る
に
反
し
て
、
り
．
ケ
ル
ト
は
其
の
申
問
に
於
て
一
の
概
念
を
挿
入
し
て
、
自
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然
科
學
及
歴
更
の
二
元
的
方
法
論
上
の
認
識
形
式
に
罐
取
せ
ら
る
㌧
前
段
に
於
て
、
諸
種
の
構
成

的
範
疇
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
る
㌧
『
客
観
的
現
増
量
』
（
。
三
雲
ご
器
ぞ
三
島
。
｝
涛
Φ
董
を
見
な
け
れ
ば
な

ら
漁
と
論
じ
、
各
々
の
細
革
上
の
知
識
は
共
の
認
識
素
材
だ
る
客
観
的
現
實
禮
を
気
層
的
に
修
整

（ぴ

痰
W
藁
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
云
ふ
。
此
の
論
に
よ
っ
て
℃
ξ
。
。
ぎ
誓
海
釦
犠
k
。
ぽ
ω
畠
の

封
立
も
亦
構
成
的
範
疇
の
成
果
に
は
非
ず
し
て
、
概
念
構
成
の
成
果
な
う
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

此
の
如
く
し
て
方
法
論
は
、
闘
ハ
唐
身
に
他
の
も
の
と
交
渉
な
く
成
立
せ
る
客
船
的
現
實
艦
を
、
概
念

構
成
の
材
料
と
し
て
取
扱
ふ
所
の
極
あ
て
経
験
的
郷
在
論
的
根
霞
の
上
に
立
つ
も
の
と
な
っ
て
．

來
る
。
勿
論
リ
ッ
ケ
ル
ト
は
此
の
揚
合
に
於
て
竜
、
被
の
主
張
す
る
超
越
的
立
野
論
の
立
揚
よ
φ
諸

科
學
的
知
識
の
・
客
観
性
を
立
号
し
得
べ
き
誤
櫨
を
論
ず
る
こ
と
を
忘
れ
は
し
な
い
。
從
っ
て
科

學
的
概
念
構
成
の
形
式
は
超
越
耳
翼
範
を
識
認
（
鯖
臼
Φ
爵
。
彦
自
）
す
る
に
よ
っ
て
確
立
せ
ら
る
と
し
、

且
此
の
如
き
概
念
構
成
の
規
範
共
自
身
は
凡
ゆ
る
入
間
的
、
凡
ゆ
る
経
験
的
叉
は
有
限
的
の
認
識

主
膣
に
早
し
て
超
越
的
に
妥
弱
な
ウ
と
主
張
す
る
が
故
に
、
此
の
意
味
に
於
て
方
法
學
は
亦
規
範

學
若
し
く
は
慣
値
學
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
と
な
る
。

　
乍
併
鼓
塵
に
吾
等
が
考
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
、
科
學
的
認
識
の
成
立
に
恥
し
て
b
官
σ
Q
】
早

凌
騨
・
㌫
こ
ハ
肺
三
請
範
℃
皆
無
唱
の
如
き
欝
成
的
範
疇
と
、
O
霧
Φ
竃
憲
翁
む
・
舐
訂
ド
財
凶
。
。
8
ビ
ぎ
｝
μ
零
猟
区
門
門
認
①
囲
貯
の
如
き
方

　
　
　
　
羅
濟
醤
墨
・
の
問
題
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
灘
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哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
五
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
山
ハ

法
論
的
形
式
と
を
分
ち
、
後
者
を
第
二
次
的
と
な
し
、
之
を
以
て
假
令
心
理
的
経
験
論
に
於
て
云
ふ

如
き
認
識
主
君
に
封
せ
し
め
ざ
る
竜
、
術
翁
断
意
識
一
般
k
封
峙
せ
し
め
ざ
る
読
め
、
自
然
科
學
的

概
念
と
し
て
の
自
然
も
カ
ン
ト
の
考
ヘ
カ
る
よ
う
は
一
厨
経
験
的
主
槻
の
要
素
を
含
有
ず
る
に

至
つ
だ
乙
と
で
あ
る
。
卸
ち
方
法
論
的
形
式
は
他
の
論
者
の
丁
合
よ
う
も
一
履
経
験
的
な
る
認

識
主
膿
の
考
へ
方
叉
は
概
念
形
式
猟
ご
夢
ω
。
。
毒
σ
Q
。
。
お
島
霞
切
⑦
σ
q
門
自
漁
。
毒
な
ウ
と
し
た
る
纈
に
在
る
。
從

っ
て
ジ
ッ
ケ
ル
ト
の
説
に
し
て
眞
な
う
と
し
、
其
の
二
元
的
規
籠
π
る
盗
然
法
急
性
と
二
更
的
文

化
便
値
と
に
係
は
う
て
各
共
の
概
念
を
得
之
に
依
う
て
各
學
は
學
と
し
て
其
の
濡
濡
の
存
在
を

得
べ
し
と
す
る
も
、
氏
の
読
に
よ
ウ
て
は
各
署
の
成
立
は
二
元
二
方
法
論
的
形
式
の
漏
れ
に
か
叉

は
共
の
學
の
各
部
に
於
て
双
方
に
遺
る
之
と
を
得
ば
異
れ
ウ
と
論
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
之
に
噛

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ロ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
な
　
　
ち

反
し
て
論
叢
は
必
ず
唯
其
の
一
に
の
み
輿
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
結
論
は
之
を
導
く
こ
と

を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
各
科
學
が
科
學
的
知
識
の
膿
系
隠
る
が
霞
め
に
は
共
の
何
れ
か
の
認

識
葛
的
に
必
ず
係
は
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
．
而
か
竜
共
の
認
識
目
的
の
一
を
有
す
る
竜
可
、

叉
二
を
併
せ
有
す
る
竜
馬
な
り
と
云
ふ
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
っ
て
、
各
科
學
は
其
の
認
識
目
的

と
し
亀
て
必
ず
虻
ハ
の
一
の
み
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ム
議
論
は
出
て
來
な
い
。
是
方
法
論
的

形
式
を
以
て
認
識
の
構
成
的
範
疇
な
う
と
せ
ず
し
て
、
之
に
第
二
次
的
の
地
位
を
輿
へ
た
る
よ
ウ
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判
る
隆
然
の
瞬
結
で
あ
る
。
實
際
に
於
て
リ
ッ
ケ
ル
ト
は
七
号
、
物
理
學
に
封
峙
せ
し
あ
て
、
歴
史

を
墨
げ
て
其
の
異
な
る
認
識
史
的
を
有
す
る
學
問
と
し
て
、
其
の
雨
極
端
に
於
て
相
互
の
猫
立
を

主
張
す
る
の
他
面
に
於
て
は
、
此
の
爾
學
の
過
渡
的
の
中
間
範
園
野
糞
Φ
蒔
Φ
地
動
⑥
と
し
て
生
物
學
、

輕
濟
學
等
を
墨
げ
て
居
召
即
ち
前
者
の
封
峙
に
於
て
、
各
認
識
留
的
の
一
が
方
法
論
的
規
範
と

し
て
認
識
主
膿
の
識
認
を
要
求
し
、
之
に
ょ
う
て
各
自
よ
う
分
つ
脚
立
の
學
的
知
識
が
形
成
せ
ら

る
㌧
竜
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
中
甲
州
團
に
属
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
其
の
各
部
の
知
識
は
必
ず

其
の
認
識
穏
的
の
何
れ
に
．
か
輿
る
所
あ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
疫
う
と
す
る
も
、
其
の
此
の
如
く
異
轍

参
た
る
認
識
目
的
を
有
す
る
知
識
の
雑
然
た
る
集
團
を
押
し
て
、
或
は
生
物
學
或
は
経
濟
學
と
云

ふ
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
恰
も
菌
種
の
異
な
う
た
る
酒
を
一
瓶
申
に
混
成
し
て
、
共
の
外
部
に
「

コ
ッ
ク
テ
置
∬
と
云
ふ
爵
鼻
Φ
～
を
貼
付
す
る
に
等
し
い
も
の
と
見
て
居
る
、
余
は
此
の
織
に
封
し

て
疑
な
き
を
得
な
い
。

　
（
。
p
＞
霊
。
H
§
汀
跡
三
2
顎
圃
。
・
お
霧
島
幾
窪
二
四
蒐
裏
片
鰐
。
塁
。
器
門
静
』
．
銑
虚
毬
蚤
融
．
δ
Q
「
冷

　
凡
そ
圃
個
の
學
問
が
學
と
し
て
の
猫
立
の
存
在
を
保
有
し
得
る
が
爲
め
に
は
、
激
ハ
の
認
識
目
的

は
吾
等
の
認
識
成
果
を
形
成
す
る
に
於
て
、
飽
く
ま
で
構
成
的
範
疇
の
形
式
を
遍
じ
て
表
彰
せ
ら

れ
て
愚
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
此
の
揚
合
に
於
て
方
法
論
的
形
式
の
名
を
冠
ら
し
め
ん
と

　
　
　
　
紹
濟
較
…
㎞
學
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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す
る
こ
と
歓
軍
純
な
る
命
名
の
問
題
で
あ
っ
て
重
要
な
る
乙
と
で
は
な
い
。
乍
併
只
働
の
名
を
」

冠
ら
し
む
る
こ
と
に
依
っ
て
、
共
の
構
成
的
範
疇
と
し
て
の
性
質
を
否
定
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
は
、

余
は
其
の
可
な
る
所
以
を
知
ら
な
い
。
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
主
張
に
よ
う
て
見
て
も
、
例
へ
ば
因
果
律

の
範
疇
の
み
に
｝
よ
う
て
形
成
せ
ら
れ
π
ゐ
客
観
的
現
實
膿
は
、
實
在
す
る
も
の
に
は
非
ず
し
て
，
只

一
個
の
抽
象
的
思
索
の
産
物
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
吾
等
の
認
識
の
成
果
と
し
て
は
更
に
此
の
上
に

方
法
論
的
形
式
の
存
在
を
要
す
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
吾
等
の
認
識
の
成
果
に
は
、
氏
の
所

謂
構
成
的
範
疇
と
方
法
論
的
形
式
と
の
併
存
を
要
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
只
構
成
的
範
疇
に

・
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
だ
る
客
観
的
現
實
禮
を
認
識
素
材
と
し
て
．
科
射
的
知
識
を
生
成
せ
し
め
ん

爲
め
に
は
、
方
．
法
論
的
形
式
の
一
に
輿
か
ら
し
む
る
を
要
し
」
其
の
認
識
主
膿
は
構
面
的
範
疇
に
遇

す
る
も
の
よ
ウ
も
更
に
経
験
的
な
う
得
と
云
ふ
こ
と
前
に
述
べ
面
通
ウ
で
あ
る
。
余
は
之
に
甥

し
て
認
識
成
果
成
生
の
階
段
を
二
に
分
ち
、
其
の
前
段
に
棄
て
構
成
的
範
疇
に
よ
つ
て
客
観
的
現

實
膿
を
得
る
認
識
主
禮
は
転
記
意
識
一
般
に
し
て
、
後
段
に
於
て
方
法
論
的
形
式
に
よ
っ
て
科
學

・
的
知
識
を
得
る
竜
の
は
経
駿
的
認
識
主
膿
把
ウ
得
と
す
る
理
由
を
解
す
る
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。

　
此
の
喰
合
に
リ
ツ
ケ
川
ト
は
日
ぷ
、
前
者
の
到
断
意
瀬
　
避
信
客
難
・
謹
の
形
式
に
閥
↓

て
は
回
・
豊
で
み
登
、
内
容
に
直
し
て
は
カ
ン
ト
の
意
昧
に
於
け
る
箒
。
で
あ
る
。
其
の
出
現
の
可
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能
に
關
し
て
は
、
如
何
な
る
個
々
的
認
識
主
禮
に
竜
之
に
近
づ
く
乙
と
す
ら
不
可
能
と
云
は
ね
ば
・

な
ら
滋
、
何
と
な
れ
ば
科
學
的
知
識
は
直
観
レ
話
。
ぎ
毎
轟
に
非
ず
し
て
概
念
を
作
る
に
在
る
が
故

に
、
此
の
概
念
の
臨
容
は
決
し
て
客
観
的
現
實
膿
の
直
翻
的
内
容
と
」
致
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
、

此
の
内
容
は
奈
膿
と
し
て
の
み
な
ら
ず
叉
其
の
各
部
分
に
干
て
も
、
如
何
な
る
概
念
に
竜
．
そ
が
存

在
す
る
如
く
凡
て
を
擁
濁
せ
し
め
ざ
る
特
性
を
有
す
る
も
の
な
る
に
よ
る
。
即
ち
認
識
は
常
に

概
念
に
よ
っ
て
客
観
的
現
實
膿
の
内
容
を
改
造
三
ほ
。
犀
彰
窪
す
る
竜
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
騨
學

的
概
念
構
威
の
揚
合
に
考
へ
ら
る
べ
き
形
式
は
、
客
観
的
現
實
禮
の
概
念
を
獅
避
難
も
初
め
に
可

能
な
ら
し
む
る
こ
と
に
輿
る
竜
の
に
非
ざ
る
が
故
に
、
経
験
的
實
在
論
の
立
、
揚
よ
ウ
見
て
謂
ム
所

の
認
識
材
料
の
中
に
も
包
含
せ
ら
る
＼
も
の
で
は
な
く
、
唯
客
観
的
現
實
膿
の
見
方
考
へ
方
を
決

定
す
る
竜
の
で
あ
る
。
此
の
故
に
構
成
的
範
疇
と
同
列
に
論
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
忍
な
く
、
從
っ

て
剣
断
意
識
一
般
に
瀾
妻
せ
し
め
ら
る
べ
3
竜
の
で
も
な
い
と
。
の

　
（
O
）
＃
δ
竃
露
”
り
鍵
○
茜
。
壽
｛
籠
乙
咽
こ
Q
．
b
っ
8
為
・

　
併
し
画
論
に
於
て
謂
・
あ
所
の
客
観
的
怪
腕
膿
は
論
者
の
範
疇
｝
般
就
申
二
野
の
σ
Q
9
Φ
釦
霞
O
o
σ
q
Φ
ご
。
－

財
ぎ
誉
ご
霞
q
q
影
嘗
心
内
。
誉
図
題
。
・
壬
藝
等
の
構
成
的
範
疇
を
経
て
生
じ
だ
る
も
の
と
し
て
見
て
、
其
の
揚

合
に
紛
国
劇
學
的
認
識
の
揚
合
と
異
な
る
様
に
取
扱
は
る
＼
こ
と
は
至
當
で
あ
る
か
。
帥
ち
客

　
　
　
　
鰹
濟
哲
墨
’
の
岡
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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観
的
現
駅
馬
は
諸
種
の
範
疇
に
よ
ウ
確
立
せ
ら
れ
て
竜
碕
概
念
的
と
な
ら
ず
し
て
、
直
槻
的
に
止

ま
う
得
と
す
る
如
き
’
論
法
は
至
境
で
あ
る
か
。
假
う
に
此
の
織
を
許
す
と
し
て
竜
、
此
の
客
観
朗

現
勢
禮
を
科
學
的
認
識
成
果
と
な
ら
し
む
る
爲
め
に
、
鼓
に
拉
し
來
つ
た
方
法
論
的
形
式
の
何
れ

か
に
從
は
し
む
る
こ
と
が
個
々
的
経
験
的
認
識
主
膿
の
任
な
う
と
云
ふ
と
竜
、
既
に
概
念
構
威
の

規
範
夫
自
鼻
は
凡
ゆ
る
有
限
的
認
識
主
膿
に
晒
し
て
超
越
的
妥
當
性
を
要
求
す
べ
き
も
の
な
ム

と
す
れ
ば
、
此
の
揚
合
の
認
識
が
其
の
性
質
上
果
し
て
客
槻
的
現
思
置
の
成
立
と
如
何
程
迄
異
な

ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。
從
っ
て
其
の
認
識
主
艦
を
更
に
一
磨
経
験
的
な
る
竜
の
と
す
る
こ
と

が
至
當
で
あ
る
か
と
云
ふ
乙
と
も
問
題
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
凡
て
之
等
の
主
張
を
な
す
に
至
っ
た
根
本
は
、
或
は
方
法
論
的
形
式
の
二
が
互
に
相
反
機
し
て

濁
立
せ
る
に
よ
う
て
、
若
し
之
を
構
成
的
範
疇
と
し
て
論
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
此
の
如
く
互
に
相
排
す

る
二
の
範
疇
な
る
に
も
不
拘
典
に
同
時
に
係
は
ら
し
あ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
如
き
構
成
的
の
竜
の

家
ム
・
と
認
め
ざ
る
を
得
ず
と
な
し
だ
夢
に
よ
る
か
、
叉
は
其
の
爾
者
が
構
成
的
範
疇
と
し
て
併
立

し
だ
る
揚
合
に
は
、
認
識
成
果
が
精
確
な
る
科
學
的
認
識
（
又
は
不
精
確
な
る
科
學
前
期
認
識
充
み

得
る
爲
に
は
、
共
の
二
範
疇
の
何
れ
か
鳳
を
撰
ぶ
こ
と
を
要
す
る
に
至
る
竜
の
で
あ
る
が
、
其
の
撰

澤
の
理
由
は
二
塁
に
あ
る
か
、
之
は
鋼
底
素
見
す
る
こ
と
を
得
ね
と
見
質
る
に
非
ざ
る
な
き
か
と
・
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余
は
疑
ふ
の
で
あ
る
。
乍
併
こ
は
範
疇
論
一
般
の
問
題
に
曾
て
翫
に
解
決
せ
ら
れ
だ
る
問
題
で

あ
っ
て
、
特
に
造
庭
に
關
幽
す
る
も
の
に
の
み
特
有
な
る
も
の
で
は
な
い
。
余
は
ソ
ツ
ケ
川
ト
が

客
嵩
置
下
話
禮
は
唯
一
の
み
な
る
が
故
に
、
之
に
議
し
て
構
成
的
な
る
も
の
は
凡
て
の
科
學
に
妥

當
な
る
べ
く
し
て
数
種
の
方
法
な
る
も
の
あ
φ
得
べ
か
ら
ず
と
論
ず
る
け
れ
ど
も
、
（
脚
高
お
毎
d
2

Φ
。
σ
Q
窪
。
。
ジ
鼠
・
の
』
瞳
）
同
じ
く
構
成
的
範
傭
で
あ
っ
て
も
相
互
に
相
，
反
し
て
濁
立
す
る
も
の
＼
存
在

し
二
言
理
由
は
あ
ウ
得
な
い
こ
と
、
晶
晶
種
々
の
瓢
に
於
て
幾
多
の
異
論
は
あ
う
と
し
て
酪
、
カ
ン

ト
の
範
疇
論
の
弊
澄
論
的
構
造
に
於
て
共
可
能
は
明
か
で
あ
る
と
思
ふ
。
之
と
同
時
に
二
三
の

繭
を
撰
忘
し
て
認
識
の
成
果
を
齎
す
べ
き
窮
極
の
原
因
は
、
前
に
述
べ
た
様
に
余
は
吾
等
の
認
識

其
自
身
の
論
理
蘭
構
造
に
求
め
ざ
る
を
得
臓
と
思
ふ
。
禰
し
て
實
に
叢
叢
に
其
の
理
由
を
求
め

得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
科
學
的
認
識
め
二
元
主
義
は
訂
せ
ら
れ
得
べ
き
も
の
こ
信
じ
て
居

る
。
帥
ち
如
何
な
る
瓢
か
ら
見
て
も
．
ジ
ツ
ケ
炉
ト
が
科
學
的
認
識
の
二
元
主
義
を
立
つ
る
根
篠

を
、
方
法
論
的
形
式
が
輩
純
な
る
経
験
的
認
識
主
禮
の
》
部
塗
ω
・
・
諺
σ
Q
隆
○
諺
な
ウ
と
す
る
鮎
に
求
め
、
從

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
く
ミ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
て
此
く
し
て
生
じ
π
る
二
元
的
認
識
成
果
の
混
成
膿
を
目
し
て
、
紛
ほ
一
二
立
學
獄
う
と
す
る

意
見
に
は
余
は
飽
く
迄
賛
同
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
若
し
余
が
上
落
詑
幽
し
た
る
如
く
構
成
的

範
疇
と
方
法
論
的
形
式
と
の
匿
則
を
度
し
て
共
に
之
を
構
成
的
範
疇
な
ウ
と
滞
る
と
き
は
、
假
令

　
　
　
　
経
溶
…
哲
學
の
問
炉
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
駕
　

、
六
｝
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認
識
成
果
は
二
元
的
と
な
る
も
、
或
る
一
嵩
が
他
學
と
分
離
し
て
猫
立
の
存
在
を
保
つ
が
爲
め
に

は
、
共
の
學
の
認
識
目
的
は
必
ず
此
の
二
範
疇
の
一
に
着
る
所
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
結

論
を
生
じ
て
來
る
の
で
あ
み
。
既
に
其
の
輔
の
認
識
目
的
に
係
は
ら
し
め
て
一
幕
が
面
立
し
て

存
在
し
、
其
の
學
に
特
有
な
る
認
識
封
象
を
得
た
る
揚
合
に
は
、
共
の
認
識
論
的
表
面
に
湿
て
は
異

な
る
数
種
の
レ
＝
立
詰
雲
覧
・
毒
§
を
許
す
べ
し
、
蒲
か
竜
其
の
形
式
の
素
材
と
し
て
の
其
の
學
の
認

識
劉
象
は
、
必
ず
認
識
目
的
の
二
元
的
な
る
も
の
㌧
唯
だ
唱
に
の
み
係
は
る
所
あ
る
を
要
す
と
云

ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
は
認
識
の
生
成
と
云
ふ
方
面
か
ら
観
察
し
π
る
論
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
認
識
成
果
と
云
ふ

方
面
か
ら
見
て
竜
同
様
に
論
じ
ら
れ
る
。
即
ち
ジ
ッ
ケ
ル
ト
は
或
る
一
三
立
言
の
概
念
が
、
相
反

す
る
二
個
の
認
識
目
的
に
係
は
ら
し
め
て
各
自
成
立
せ
し
め
ら
れ
、
此
の
如
く
し
て
成
立
し
た
る
、

、
異
な
る
認
識
臼
的
を
包
括
す
る
諸
概
念
的
知
識
に
よ
ウ
て
成
れ
る
一
塩
全
滅
は
、
一
個
の
混
威
膿

な
り
得
と
説
く
け
れ
ど
も
、
余
の
思
ふ
所
に
よ
れ
ば
一
面
立
學
が
一
の
確
定
し
だ
る
且
つ
猫
立
し

π
る
認
識
目
的
を
有
す
る
こ
と
な
く
し
て
存
在
し
得
と
論
ず
る
の
は
論
理
の
矛
眉
た
る
を
苑
れ

な
い
。
認
識
目
的
共
自
身
に
一
種
の
混
成
膣
を
考
ふ
る
こ
と
は
、
論
理
上
着
然
不
可
能
で
あ
る
。

若
し
一
尺
が
論
理
上
に
面
立
し
回
る
竜
の
と
し
て
カ
ン
ト
が
自
然
科
學
に
篤
し
て
赤
し
π
る
意
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味
に
於
て
9
σ
Q
狂
鼠
溢
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
其
の
學
に
特
有
な
る
認
識
臼
的
を
立
讃
し
な
け
れ
ば

な
ら
諏
。
然
ら
ず
ん
ば
一
の
求
問
は
陣
立
し
疫
る
學
と
し
て
見
ら
れ
得
楓
と
云
は
ね
ば
な
ら
滋
。

帥
ち
一
學
が
濁
聾
し
て
存
在
し
得
る
狼
櫨
と
し
て
の
認
識
目
的
其
自
身
に
は
如
、
何
な
る
意
味
．
に

於
て
竜
混
成
膿
を
認
む
る
ε
が
論
理
上
早
筆
な
う
と
め
方
面
か
ら
見
て
竜
、
各
學
は
一
．
の
猫
立
學

と
し
て
は
聡
一
の
認
識
目
的
を
有
す
べ
し
と
云
は
ね
ば
隷
ら
諏
。
即
ち
余
は
リ
ッ
ケ
ル
ト
に
反

し
て
若
く
は
賜
る
意
味
に
於
て
之
よ
ウ
進
む
で
、
各
學
は
二
元
的
認
識
規
範
の
何
れ
に
か
係
は
ら

し
め
ら
れ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
に
止
ま
ら
ず
、
騎
馬
は
論
理
上
一
個
の
埋
立
の
學
と
レ
て
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
保
つ
が
爲
め
に
は
、
堰
其
の
吋
に
の
み
係
は
ら
し
め
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
主
張
し
た
い
。

　
此
の
如
く
各
學
は
二
元
的
認
識
濤
的
の
唯
だ
一
に
の
み
係
ら
し
め
て
軍
立
を
保
有
せ
し
め
ら

る
と
云
ふ
時
は
、
各
駅
は
自
然
科
學
及
び
歴
史
の
二
の
何
れ
か
に
厩
せ
し
め
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ぎ

る
と
同
時
に
、
或
は
網
戸
此
二
認
識
取
的
を
理
想
的
に
表
現
す
る
只
二
個
の
學
問
と
の
み
な
っ
て

し
ま
う
に
至
る
と
論
ぜ
ら
ゐ
㌧
恐
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
余
は
此
の
二
學
の
夫
々
の
範

園
内
に
於
て
種
々
の
學
問
が
成
立
す
る
の
事
解
を
国
歩
し
な
い
の
み
な
ら
ず
．
又
之
を
以
て
混
成

學
と
見
倣
す
癩
き
論
理
の
矛
盾
を
許
さ
ず
し
て
、
馬
革
此
の
撒
種
の
學
問
の
成
立
し
尊
べ
き
論
理

上
の
根
櫨
が
あ
ク
得
る
と
思
ふ
。
夫
は
各
国
の
全
部
を
通
じ
て
究
極
の
認
識
目
的
は
二
に
蹄
収

　
　
　
　
輔
職
濟
　
哲
澱
》
　
の
　
顛
門
　
鯖
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ご
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
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暫
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　

簗
　
五
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
四

せ
ら
る
㌧
け
れ
ど
も
、
凡
そ
富
麗
素
材
を
何
等
か
の
意
義
に
於
け
る
概
念
に
依
っ
て
改
造
せ
ら
れ

た
る
知
識
の
統
一
的
膿
系
が
學
問
な
う
と
云
ふ
其
の
學
問
本
然
の
性
質
に
顧
み
て
は
、
各
特
殊
科

學
は
一
定
の
認
識
目
的
に
封
潔
し
π
る
共
の
學
特
有
の
封
象
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
各
特
殊
卵
學
は
そ
が
法
意
科
學
た
る
と
事
實
科
學
に
属
す
る
と
を
問
は
ず
、
凡
て
其
の
範
圏
内

に
於
て
食
立
の
認
識
且
的
を
有
す
と
せ
ら
る
＼
以
上
は
、
其
の
認
識
昌
的
を
異
な
る
程
度
及
び
異

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
性
質
に
於
て
内
病
的
に
制
約
せ
ら
る
＼
こ
と
に
よ
う
て
の
み
煙
感
に
、
究
極
の
二
認
識
艮
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
＼
　
、
　

製
　
　
亀
一
　
～
　

～
　

㍉
　
　
’

薦
納
曙
腫
、
“
と
雄
蝶
金
運
の
ざ
惚
。
鞠
甥
選
極
癒
喋
愛
曝
淫
ゆ
る
犠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

糊
目
磯
、
盗
其
俊
範
潤
内
逮
於
イ
強
調
の
．
糊
容
憎
制
瀞
を
受
け
て
、
之
に
よ
皇
特
異
ゆ
認
織
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　

モ
リ

的
が
規
範
と
し
て
認
識
主
膿
に
饗
す
る
に
よ
う
て
各
特
殊
的
経
験
科
學
が
可
能
と
な
る
に
至
る

㌧　
　
リ
ヤ

の
で
あ
る
。
例
へ
ば
力
學
、
物
理
學
、
化
學
の
夫
々
の
認
識
旨
的
に
は
、
面
面
か
の
意
義
に
於
て
夫
々

一
定
の
特
異
の
内
容
的
制
約
を
許
す
に
依
っ
て
、
各
學
が
猫
立
の
學
と
し
て
存
在
す
る
を
得
る
の

で
あ
る
。
故
に
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
あ
學
説
は
、
既
の
各
學
を
蓮
じ
て
決
し
て
究
極
的
の
法
剛
科
學
的

認
識
翼
的
に
は
何
等
の
墾
改
を
及
ぼ
さ
ず
と
も
、
其
の
之
を
翻
約
す
る
内
容
的
要
素
に
大
な
る
鍵

動
を
起
さ
ん
と
し
つ
＼
あ
る
と
云
ぷ
意
義
に
曾
て
、
之
等
の
特
殊
科
學
に
大
な
る
重
要
が
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
叉
方
法
論
上
着
過
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
纐
の
で
あ
る
。
歴
史
に
塾
す
る
學
問
に
於
て
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竜
亦
同
様
で
あ
る
、
文
學
更
、
政
治
更
、
経
露
量
第
の
各
歴
等
の
認
識
濤
的
が
夫
々
の
範
園
内
に
於
て
、

各
特
異
の
内
容
的
制
約
を
受
け
て
依
っ
て
以
て
各
學
が
猫
啓
す
る
の
で
あ
る
。
之
等
が
叉
一
般

人
文
更
と
異
な
れ
う
と
す
る
も
、
薄
絹
は
認
識
隠
的
の
相
蓮
に
共
の
論
理
上
の
根
蝶
が
あ
る
。
即

ち
余
は
凡
て
の
學
問
は
こ
の
認
識
廟
的
の
必
ず
唯
奨
の
嚇
を
の
み
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み

な
ら
ず
、
其
の
各
範
園
内
に
於
て
更
に
猫
立
の
學
問
的
地
位
を
有
す
る
が
爲
め
に
は
、
論
理
上
特
異

の
内
容
的
制
約
を
許
し
た
る
認
識
囚
的
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
主
張
し
た
い
。

　
競
に
認
識
論
の
最
も
深
き
問
題
は
横
は
る
。
所
謂
『
認
識
論
の
二
途
』
よ
ウ
駿
饗
し
て
、
一
形
式
は

内
容
的
制
約
を
曇
る
意
味
に
於
て
許
し
．
叉
繋
る
他
の
意
味
に
於
て
は
之
を
許
さ
ず
と
の
結
論
に

達
す
る
。
之
を
形
容
的
に
云
ひ
表
は
せ
ば
、
下
よ
う
形
式
を
仰
ぐ
超
越
毒
心
理
事
的
方
法
に
依
れ

ば
、
形
式
は
共
の
範
園
内
に
穿
て
経
験
内
容
の
其
の
何
れ
を
竜
全
き
意
味
に
於
て
振
写
す
る
芝
を

許
さ
ず
、
其
凡
て
の
内
容
を
統
一
に
導
く
竜
の
で
あ
る
が
故
に
、
何
等
の
内
容
朗
制
約
を
許
さ
ぬ
と

云
は
ね
ば
な
ら
綴
。
之
に
反
し
て
上
よ
う
形
式
を
術
下
す
る
超
越
的
論
理
學
的
方
法
に
よ
れ
ば
、

其
の
形
式
が
一
佃
の
全
膿
の
醗
系
の
中
に
あ
っ
て
、
莫
の
登
膿
の
整
正
を
保
つ
一
員
と
し
て
、
他
の

形
式
と
鉦
識
し
て
各
其
の
腱
に
其
の
特
殊
の
意
義
を
有
す
る
が
爲
あ
に
は
．
何
等
か
の
意
義
に
於

て
曽
・
内
容
的
制
約
を
許
し
．
形
式
の
各
々
が
粗
互
に
粗
關
点
し
て
一
個
の
階
段
を
な
す
と
云
は
ね
ば

　
　
　
　
伽
騰
濟
暫
鞭
寧
　
の
　
閃
凹
顯
泌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
野
五



　
　
　
　
　
暫
學
、
硯
究
　

第
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

麗
な
ら
澱
。
此
の
二
の
見
方
を
相
背
反
せ
し
め
ず
し
て
統
一
に
導
き
偲
仰
し
て
…
律
の
解
繹
を
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
さ
し
め
、
馨
し
て
無
窮
に
連
平
せ
る
一
歩
と
し
で
、
之
を
膿
得
せ
ん
と
す
る
御
壷
を
指
し
て
、
昧
あ
る

　
即
言
や
「
形
弱
上
學
的
慾
望
』
と
云
ふ
◎
而
ふ
、
竜
之
に
鷹
ぜ
ん
と
し
て
「
立
せ
ら
れ
㊧
る
何
等
か
の
意

　
義
に
於
け
る
形
而
上
學
の
許
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
既
に
吾
等
の
熟
知
す
る
所
で
あ
る
。
　
叢
に
永
撫
羅

　
の
哲
學
的
追
求
が
あ
る
。

　
　
我
が
経
濟
學
の
野
蚕
上
の
地
位
は
何
な
う
や
と
云
ふ
問
に
勢
し
て
余
の
答
ふ
る
所
は
．
上
摩
の

　
記
遠
に
從
っ
て
ジ
ッ
ケ
ル
》
の
其
と
は
同
一
な
る
を
得
な
い
。
余
は
経
営
學
の
認
識
昌
的
は
喉

　
一
の
み
あ
今
得
凝
し
℃
唯
一
の
み
な
ら
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
亦
他
の
特
殊
画
筆
駿
科
白
の
何

　
れ
に
竜
等
し
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
思
ふ
の
勇
、
あ
る
。
依
っ
て
次
に
起
る
問
題
は
経
濟
學
は
虞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気

　
然
科
學
に
回
す
る
や
又
は
攣
縮
に
厩
す
る
や
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
π

　
　
余
は
此
の
轍
に
於
て
既
に
多
少
の
思
索
を
重
ね
て
共
の
結
果
．
鴎
纏
濟
學
認
識
論
の
影
干
溝
題
」

　
な
る
前
掲
小
論
文
の
中
に
述
べ
て
置
い
カ
が
、
畢
覧
ず
る
に
縁
類
學
の
封
象
と
す
る
湧
は
人
類
の

　
経
蔵
生
活
に
あ
る
こ
と
勿
論
で
あ
う
、
而
し
て
典
の
経
濟
生
活
と
云
ふ
の
は
人
類
文
化
生
活
の
一

　
面
的
解
毒
な
る
こ
と
是
亦
疑
を
挿
む
べ
く
竜
な
い
。
而
し
て
入
類
の
交
化
生
活
全
般
は
、
箪
純
に

　
’
去
枕
す
畜
波
濤
の
如
く
、
前
後
に
動
謡
す
幅
心
鯉
「
抽
迩
鋤
ド
め
・
．
総
∴
難
歳
、
級
・
ぎ
ぎ
．
膿
劃
嗜
，
の
で
は
な
い
。
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興
銀
に
憂
の
露
趣
が
あ
軌
段
的
が
あ
ウ
、
規
範
ガ
あ
る
郎
ち
偵
早
生
渚
ど
七
て
の
み
療
義
が
あ

る
。
　
二
値
を
認
め
ざ
る
慮
に
人
．
類
の
生
活
は
膠
化
と
何
等
の
交
渉
を
有
し
得
な
．
い
。
，
共
の
心
理

前
運
動
は
摩
羅
貰
食
的
心
理
學
の
封
象
と
な
う
、
函
般
者
釦
霧
と
就
。
諺
魯
δ
に
擾
尽
せ
ら
れ
鞭
っ
て
、

償
値
に
係
は
ら
し
、
め
て
初
め
て
可
能
な
る
べ
き
文
化
生
活
と
し
て
意
義
は
其
の
裡
に
興
の
庭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
、
、

見
…
濁
し
得
な
い
。
維
濟
生
活
も
亦
煎
酒
が
箪
純
に
麗
濟
r
な
る
概
念
に
制
約
せ
ら
る
㌧
の
故
を
以
て
、

其
丈
で
既
に
女
化
生
活
と
し
て
或
る
特
定
の
丈
化
綴
値
に
係
は
ら
し
め
ず
し
て
は
考
へ
ら
れ
綴

こ
と
、
恰
竜
倫
、
理
生
活
、
美
的
生
活
、
法
律
生
活
貞
宗
．
敏
生
活
が
各
特
異
の
意
義
を
有
す
る
規
範
、
の
實
現

を
吾
等
の
事
歴
蘭
歴
更
生
活
の
申
に
求
む
る
要
望
な
く
、
激
っ
て
何
等
の
交
渉
を
丈
化
復
値
に
有

せ
レ
め
ず
し
て
解
響
ん
と
す
る
乏
き
嫉
垂
一
意
義
な
き
竜
の
と
な
る
と
奨
の
關
係
登
然
同
じ

で
あ
る
。
経
濟
な
る
概
念
は
從
來
の
経
濟
學
者
の
論
ず
る
知
丸
一
切
の
晴
と
慮
と
を
離
れ
て
、
入
・

類
の
慾
望
よ
う
禺
議
し
て
形
成
せ
ら
れ
得
と
信
じ
ら
れ
カ
る
は
、
凡
て
の
心
理
主
義
兜
3
魯
。
ざ
σ
量
革

彰
自
。
・
）
に
共
蓮
な
る
塾
醐
理
上
の
馬
瀬
…
と
し
℃
、
纏
験
素
材
の
鯛
々
的
な
る
を
統
一
の
認
識
に
導
く
べ

き
先
天
的
原
理
之
範
疇
と
を
奨
の
行
論
の
前
提
と
な
し
な
が
ら
乏
を
顧
み
る
を
忘
れ
、
却
っ
て
之

を
以
て
斯
學
本
谷
の
認
識
に
導
く
べ
き
之
と
を
翫
害
す
る
湧
露
な
勢
と
し
箆
る
に
出
づ
。
伽
而
か

竜
経
濟
の
概
念
に
於
て
認
識
の
統
一
に
導
く
べ
き
原
理
と
範
疇
と
は
麟
盤
面
濟
、
交
換
経
濟
、
貨
幣

　
　
　
　
纏
濟
薪
脱
學
の
周
一
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



5S2

　
　
　
　
哲
　
　
鍵
解
　
　
硬
　
　
究
　
　
　
餓
〃
　
五
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八

経
濟
の
如
き
歴
更
的
概
念
が
何
等
か
の
意
義
に
撃
て
介
在
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
到
底
立
せ
ら

叙
得
諏
竜
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
帥
ち
此
の
如
き
維
験
的
歴
史
生
活
と
し
て
の
経
濟
生
活
を
論
理

上
可
能
な
ら
し
む
る
所
以
の
七
九
的
野
化
債
値
に
係
は
ら
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
亦
維
濟
の

概
念
竜
形
成
せ
ら
れ
な
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
諏
。
換
言
す
れ
ば
此
の
如
き
経
験
概
念
に
制
約
せ

ら
る
、
吾
々
の
経
濟
生
活
は
文
化
生
活
の
一
面
的
解
繹
な
ウ
と
す
る
に
於
て
の
み
意
義
が
あ
る
。

　
（
P
）
拙
稿
カ
ン
ト
認
識
陣
内
と
純
理
経
二
四
く
印
棉
二
二
濟
四
川
誌
口
論
十
九
舞
｝
婚
擢
二
丁
所
円
灘
別
）
轟
ク
瑠
蝋

　
此
の
如
き
意
味
に
於
け
る
経
濟
生
活
を
認
識
甥
象
と
す
る
経
塔
學
の
認
識
目
的
が
法
則
科
學

的
π
り
得
ぎ
る
こ
と
は
明
で
あ
っ
て
、
余
が
笹
野
學
を
以
て
歴
聯
灘
に
属
す
と
見
る
理
由
も
翅
職

㌣
此
の
如
く
し
て
概
念
的
改
造
を
経
た
る
経
濟
生
活
に
於
て
、
或
は
更
に
軍
一
化
概
念
構

成
を
試
み
る
乙
ど
が
繊
跨
る
．
其
の
成
果
は
経
濟
∵
史
で
あ
る
。
或
は
普
遍
化
概
念
構
成
を
試
み
る

こ
と
竜
出
攣
る
．
駈
謂
理
論
的
濟
學
は
是
で
あ
る
。
而
か
も
後
者
が
爾
経
世
国
力
り
得
る
斜
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
斯
學
聖
恩
の
認
識
疑
的
を
失
ふ
迄
に
普
遍
化
概
念
構
成
を
行
ふ
こ
と
を
許
さ
な
い
。
墜
ち
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ミ
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
意
義
に
於
て
所
謂
経
澱
法
則
は
到
底
判
然
法
鋼
差
う
得
な
い
て
、
砲
く
迄
所
謂
蹄
納
的
経
験
法

期
の
範
園
を
出
つ
る
と
を
許
さ
な
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
此
の
範
園
を
逸
し
て
自
然
法

則
が
求
め
ら
れ
叉
實
際
に
求
あ
ら
れ
カ
る
揚
合
に
曾
て
は
、
其
の
認
識
の
成
果
は
鶴
然
科
學
的
心
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理
學
あ
る
の
み
で
あ
る
。
最
早
経
濟
學
で
は
な
い
。
鼓
腱
に
は
二
号
特
有
の
他
學
と
麗
溺
さ
る
、

べ
き
認
識
侵
的
は
共
の
影
を
潜
め
て
了
ふ
か
ら
で
あ
る
鋤

　
　
　

　
　
1
1
前
掲
拙
著
滲
潔

　
　
く

　
以
上
の
意
義
に
鋳
て
経
濟
生
活
は
郵
底
歴
史
的
文
化
生
活
で
あ
ウ
、
詳
し
く
日
“
へ
ば
携
り
↓
面

的
解
繹
で
あ
る
。
即
ち
経
濟
生
活
は
、
羊
蹄
的
生
活
と
し
て
交
化
債
値
に
係
は
ら
し
め
て
初
あ
て

論
理
上
可
能
と
な
う
得
る
潤
め
便
値
生
活
で
あ
る
。
既
に
一
個
の
欝
乎
生
活
で
あ
る
以
上
、
経
濟

生
活
が
超
越
的
経
濟
的
文
化
儂
値
な
る
規
範
を
實
現
す
る
懸
程
と
し
て
見
ち
る
＼
に
於
て
の
み

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

経
濟
，
生
活
の
努
力
に
意
義
が
あ
る
。
纏
濟
交
化
の
方
向
を
指
し
示
し
、
其
の
蹄
趣
だ
る
べ
き
竜
の

は
規
範
と
し
て
の
、
不
許
不
と
し
て
の
経
濟
的
文
化
債
値
帥
ち
是
で
あ
る
。

　
余
が
鼓
庭
に
経
濟
臨
交
化
債
値
と
算
す
る
も
の
は
、
経
輝
輝
の
認
識
目
的
と
し
て
は
更
學
一
般

の
認
識
目
的
に
重
し
て
既
に
「
経
外
的
」
な
る
内
容
的
制
約
を
経
π
る
竜
の
で
あ
る
。
而
竜
史
學
一

般
の
認
識
目
的
と
し
て
の
丈
化
債
値
一
般
が
、
共
係
る
べ
き
範
圏
内
に
於
て
は
形
式
的
煙
る
が
故

に
，
認
識
素
材
と
し
て
輿
へ
ら
れ
カ
る
竜
の
に
非
ず
し
て
、
寧
ろ
カ
ン
ト
の
用
語
例
を
襲
ふ
て
認
識

問
題
翻
芽
Φ
画
；
9
曇
昌
喧
『
ぴ
Φ
獄
ウ
と
考
へ
ぎ
る
べ
か
ら
ざ
る
如
く
経
濟
學
の
内
面
よ
ム
観
察
す
れ
は
、

経
濟
的
文
化
蟻
壁
は
又
此
の
意
義
に
於
け
る
一
個
の
認
識
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
総
点
の

　
　
　
　
鰹
濟
哲
學
の
燭
題
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
力
．
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哲
學
研
究
　

第
既
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

不
許
不
、
規
範
に
於
て
内
容
的
制
約
が
異
な
る
程
度
に
於
て
存
在
す
る
ε
は
、
其
の
各
の
係
る
範
園

内
に
於
て
は
各
砲
共
に
形
式
に
過
ぎ
ざ
る
こ
と
を
急
ぐ
る
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
共
の
之
を

形
式
な
ム
と
す
る
厨
以
は
其
が
必
然
的
、
客
概
的
、
普
‘
遍
藤
島
當
性
を
要
求
す
る
が
故
で
あ
る
。
若

し
経
験
の
事
實
が
．
書
影
饗
の
竜
の
で
あ
る
と
す
る
長
諏
へ
ば
翼
理
の
意
義
を
装
用
論
の
云

ふ
が
如
く
人
生
に
有
用
叡
る
知
識
と
し
、
善
の
意
義
を
・
功
利
論
者
の
云
ふ
が
如
く
最
大
多
撒
の
最

大
幸
繭
と
す
る
如
く
、
正
義
の
意
義
を
心
力
論
者
の
云
ふ
が
如
く
衆
力
な
う
と
し
．
美
の
意
義
を
心

理
馨
の
云
ふ
が
如
く
快
滅
に
あ
ウ
と
す
る
が
如
ぐ
噛
．
流
、
等
は
之
を
羅
な
る
命
名
の
懸

と
見
る
と
き
は
何
等
の
問
題
竜
起
さ
澱
が
、
若
し
歯
周
の
経
験
論
的
傾
向
に
從
ふ
論
者
に
し
て
、
眞

理
の
意
義
、
善
の
意
義
、
正
義
の
意
義
、
美
の
意
義
を
説
く
も
の
と
し
て
漕
即
ち
著
等
が
附
す
る
爽
、
善
、
美
、

正
義
の
妥
當
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
容
す
べ
し
と
要
求
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
吾
等
は
此
の
揚

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

合
直
ち
に
何
故
に
と
の
問
を
訳
す
る
こ
と
を
禁
じ
得
な
い
。
諭
し
て
彼
等
は
何
心
に
と
問
は
れ

π
る
と
き
に
其
の
妥
當
に
つ
き
て
何
物
を
も
答
ふ
る
こ
と
を
得
な
い
。
即
ち
吾
．
等
が
問
ふ
所
は

人
生
に
有
用
な
る
知
識
を
翼
理
と
名
く
る
や
と
云
ふ
の
で
な
く
し
て
、
何
故
に
亘
理
の
妥
當
性
を

與
ふ
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
最
大
多
数
の
最
大
幸
編
に
侮
故
に
善
の
妥
馬
面
を
輿
ふ
る
か

と
云
ふ
≧
と
で
あ
る
。
権
力
に
鍔
し
て
何
故
に
正
義
の
妥
気
性
を
輿
ふ
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ



る
。
快
威
に
欲
し
て
何
故
に
美
の
妥
當
性
を
與
ふ
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
安
野
は
實
在
淘

585

、
詞
づ
戴
璽
即
ち
命
名
の
問
題
に
愚
ぎ
ざ
る
竜
の
で
は
な
い
。
反
乱
に
妥
當
性
の
問
題
定
ま

つ
て
、
初
あ
て
命
名
の
問
題
に
思
う
得
る
の
で
あ
る
。
最
ハ
理
の
急
難
性
先
づ
定
ま
っ
て
初
め
て
爽

理
は
人
生
に
有
用
な
る
智
識
授
ウ
得
る
か
璽
軌
臨
め
ら
る
＼
。
何
ぞ
況
ん
や
直
ち
に
人
生
に
有
用

な
る
知
識
五
三
理
と
稻
す
る
命
名
問
題
を
提
げ
て
妥
當
性
の
問
題
を
決
せ
ん
と
す
る
淺
薄
な
る

論
理
上
の
幽
霊
を
許
さ
ん
や
。
臨
に
鎮
理
は
一
i
若
し
有
用
な
る
用
語
に
意
義
あ
ら
し
あ
ば
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

入
生
に
無
土
盛
る
聡
慧
腕
う
㎏
べ
憶
露
協
。
一
輕
酸
剛
燈
理
主
義
者
に
興
癒
な
る
論
理
上
の
敏
陥
・

　
＼
＼
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r
一
　
　
　
・

は
，
凡
て
命
名
問
題
を
以
て
安
當
性
の
問
領
を
決
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。

　
姜
當
は
此
の
如
く
し
て
代
名
詞
で
も
な
け
れ
ば
、
属
性
で
も
無
く
附
着
物
で
竜
な
い
。
即
ち
一

個
の
要
求
を
意
味
す
る
。
　
而
て
共
要
求
は
個
々
的
維
験
主
膿
の
語
る
者
に
限
定
す
る
芝
を
許
さ

れ
諏
と
云
ふ
意
趣
に
於
て
、
必
然
的
な
る
べ
く
、
客
観
的
な
る
べ
く
、
普
遍
的
な
る
べ
し
と
云
ふ
の
で
幽

あ
る
。
此
意
義
に
於
け
る
要
求
は
央
故
に
維
験
内
容
に
内
在
的
に
附
着
す
る
能
は
ざ
る
は
、
爾
因

果
律
が
掴
々
の
経
験
内
容
の
中
に
在
う
得
ぎ
る
と
趣
き
を
同
ふ
し
て
居
る
。
個
々
の
内
容
を
超

越
し
て
、
之
を
統
一
す
る
吋
範
疇
の
形
式
と
し
て
の
み
、
因
果
律
が
存
在
し
得
る
如
く
、
妥
常
た
る
べ

　
　
　
　
経
溜
…
曹
…
墨
・
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
一
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鷺
學
研
究
　

第
正
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

く
要
求
す
る
規
範
は
人
生
に
有
用
な
る
叉
は
無
用
乃
至
有
害
な
る
知
識
．
最
大
多
数
の
最
大
幸
編

乃
至
最
小
歎
の
最
小
幸
粛
、
椹
力
叉
は
無
影
響
、
快
威
乃
至
不
快
威
叉
は
山
里
等
の
二
三
の
経
駒
内

容
の
弼
れ
に
竜
駕
ら
ず
、
経
験
内
容
の
何
れ
を
竜
超
越
せ
る
、
換
言
す
れ
ば
論
理
上
に
先
天
的
な
る
、

之
等
の
離
列
に
於
け
る
怨
霊
内
容
を
統
一
に
導
く
形
式
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
此
形
式
に
照
鷹

せ
ら
れ
て
雑
多
の
公
験
丙
∵
容
は
、
各
葉
音
を
得
て
各
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
見
ら
る
㌧
に
よ
う

意
識
内
容
一
般
が
統
輔
を
保
持
す
る
を
得
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
規
範
は
各
経
験
内
容
の
何
れ

か
の
一
と
同
一
者
疫
ウ
得
な
い
。
三
蓋
何
れ
に
竜
共
癒
な
る
竜
の
＼
抽
象
で
竜
な
い
、
経
験
内
容

を
統
一
に
導
く
形
式
で
あ
る
が
敵
に
，
其
の
反
面
に
於
て
又
判
断
意
識
一
般
が
、
依
9
て
以
て
意
義

を
有
し
認
識
論
上
成
立
し
得
る
所
以
の
形
式
た
う
得
る
の
で
あ
る
。

　
潤
寒
雨
萱
門
一
此
の
鋤
に
於
て
考
ふ
べ
き
こ
と
ぼ
臼
犀
。
◎
。
止
山
P
¢
臼
霧
誌
及
び
5
a
図
臣
仲
げ
震
謎
を
以
て
誰
む
U
酌
一
二
Φ
餐
穿
の
意
義

　
　
で
あ
る
「
正
」
が
「
反
」
を
産
み
其
の
雨
者
の
綜
合
と
囎
し
て
「
含
」
を
生
ず
る
と
す
る
怪
獣
的
思
想
に
於
て
は
、
畢
、
尭

　
　
ず
る
に
　
一
よ
り
他
に
進
む
と
き
に
著
々
の
思
惟
上
に
於
て
常
に
之
を
飛
び
越
す
こ
と
を
要
求
す
る
。

　
　
吾
々
は
此
の
場
合
に
門
合
」
を
以
て
「
正
」
と
「
反
し
と
の
雨
辮
を
統
一
に
導
く
形
式
に
等
し
き
も
の
と
し
て
考
へ

　
　
得
ら
れ
ざ
る
か
。
　
此
の
「
合
」
に
よ
り
「
正
」
と
「
反
」
と
は
初
め
て
「
正
」
た
り
「
反
」
た
瓠
得
て
、
共
の
各
の
慮
に
其
の
意

　
　
義
を
有
し
得
る
に
躍
る
の
で
は
な
、
い
か
。
「
正
」
た
り
「
簾
」
た
る
意
義
は
正
さ
に
「
合
」
あ
る
に
於
て
の
み
意
義

　
　
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
「
正
」
た
り
「
反
」
た
る
昏
判
購
は
「
合
」
に
依
っ
て
の
み
全
盤
の
統
デ
を
保
つ
の
で
あ
，
る
。

　
　
へ
！
ゲ
ル
の
d
鼠
戸
。
】
（
巳
（
が
此
の
過
程
を
無
限
に
導
き
た
る
は
「
合
」
に
・
内
容
を
輿
へ
た
る
が
〃
散
で
あ
る
。
　
浬
・
円
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欝
を
有
す
る
正
（
醤
断
）
は
其
自
身
に
反
（
判
闘
）
を
豫
解
せ
ず
に
は
置
か
ぬ
、
即
正
反
合
の
愚
程
を
無
限
な
り

　
　
と
し
た
る
は
聖
別
的
思
索
に
基
’
く
當
然
の
結
論
に
過
ぎ
な
い
。
　
塾
生
的
思
索
は
内
容
を
離
れ
て
は
無

　
　
慧
義
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
此
の
揚
合
に
「
合
」
に
内
容
を
興
へ
ず
し
て
正
反
の
超
越
的
形
式
な
り
と
考

　
　
ふ
る
に
於
て
、
正
反
を
翅
越
し
て
弱
か
も
之
に
係
は
り
て
存
在
し
得
る
理
屈
が
明
に
な
り
得
る
と
患
ふ
・

　
今
経
濟
生
活
を
し
て
認
識
論
上
可
能
な
ら
し
め
楚
ね
て
其
の
野
趣
を
示
す
べ
き
も
の
と
し
て

の
超
越
的
経
濟
的
交
化
債
値
は
、
人
類
文
化
生
浩
の
一
面
的
解
繹
と
し
♂
し
の
操
短
生
活
の
内
面
よ

り
見
て
は
、
正
さ
に
上
述
の
意
義
に
於
け
る
一
個
の
規
範
で
あ
ウ
、
一
個
の
形
式
で
あ
る
。
遊
庭
に

客
観
的
普
遍
的
委
當
性
は
要
求
せ
ら
る
。
　
從
っ
て
維
濟
生
活
た
る
経
■
験
内
容
の
如
何
な
る
竜
の

と
錐
竜
規
範
疫
ム
得
る
竜
の
で
は
復
い
。
此
の
織
に
、
で
維
濟
生
活
乃
至
其
の
改
造
に
於
て
輔

定
の
内
容
を
豫
下
し
、
之
を
規
範
と
し
て
経
濟
生
活
、
経
濟
政
策
を
律
せ
ん
と
す
る
凡
て
の
試
み
は

事
實
上
の
努
力
の
債
値
如
何
は
別
問
題
と
し
て
、
論
理
上
は
矛
盾
力
る
こ
と
を
免
れ
澱
、
こ
は
余
が

他
め
機
會
に
於
て
既
に
述
べ
た
通
ウ
で
あ
る
。
働

　
（
μ
b
⊃
）
拙
仙
備
経
濟
致
魚
策
の
服
押
趣
（
識
會
政
策
學
會
論
叢
第
九
盟
所
載
）
謬
朋
…

　
郎
ち
規
範
は
此
の
意
義
に
於
て
、
形
式
π
る
に
於
て
の
み
意
昧
が
あ
る
。
‘
経
濟
的
丈
化
便
値
は

形
式
だ
る
の
意
義
に
於
て
之
に
係
は
り
て
初
め
て
維
濟
生
活
は
認
識
論
上
可
能
と
な
る
9
乍
併

規
範
は
要
求
を
意
味
し
且
つ
要
求
す
る
力
を
豫
適
す
る
。
此
の
方
面
よ
腰
送
察
す
れ
ば
、
経
濟
生

　
　
　
　
麗
濟
伽
管
墨
・
の
禰
一
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三
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哲
學
研
究
　
　
策
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
四

々
は
経
濟
的
文
化
転
出
法
る
規
範
に
記
し
．
債
値
に
記
し
て
其
の
要
求
に
論
ず
る
過
程
な
う
と
解

説
し
得
べ
き
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
膨
面
生
活
は
経
濟
酌
文
化
便
穂
な
る
規
範
を
實
現
す
る
向

上
的
過
程
を
意
味
す
る
。
更
に
換
言
す
れ
ば
維
濟
生
活
と
は
、
他
の
一
般
入
類
丈
化
生
活
と
同
じ

く
、
其
の
規
範
だ
る
経
腸
的
弘
化
遺
篇
な
る
形
式
を
内
容
的
に
論
ず
れ
ば
カ
ン
ト
の
所
舳
購
輔
個
の

空
8
と
見
る
が
故
に
糎
験
世
界
に
於
て
は
之
に
出
來
得
る
黒
熱
隠
せ
る
内
容
を
與
へ
て
、
其
嘩
に

客
観
的
普
遍
的
要
當
性
を
得
ん
と
す
る
不
断
の
努
力
の
過
程
を
指
毒
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

郎
ち
経
濟
的
文
化
六
二
な
る
規
範
は
、
此
の
意
味
に
於
て
経
験
的
な
る
穏
婆
経
濟
生
活
に
封
し
て

意
趣
を
示
す
竜
の
で
あ
う
、
理
想
を
示
す
も
の
で
あ
ウ
、
問
題
を
示
す
竜
の
で
あ
る
。
蒲
か
竜
共
の

形
式
に
内
容
を
與
へ
ん
と
す
る
方
面
よ
う
論
ず
れ
ば
、
其
の
實
硯
は
畢
鑑
ず
る
な
不
可
能
と
云
は

ね
ば
な
ら
澱
。
規
範
は
内
容
の
麻
織
よ
ら
し
て
は
一
個
の
鑓
＄
に
過
ぎ
ず
し
て
、
σ
Q
Φ
σ
9
Φ
げ
霧
せ
ら

れ
た
る
に
非
ず
き
健
Φ
σ
Q
Φ
ぴ
窪
せ
ら
れ
禿
る
竜
の
で
あ
る
。
故
に
實
現
の
期
あ
る
を
知
ら
な
い
　
ロ
ノ

其
の
脇
趣
を
示
す
竜
の
と
し
て
の
み
共
慮
に
債
値
が
認
め
ら
る
㌦
の
で
あ
る
。
悠
々
と
じ
て
五

千
載
、
只
一
抹
の
涼
む
狸
ブ
め
と
ず
，
る
も
、
著
等
の
努
力
は
常
に
理
想
に
活
く
と
す
る
は
ロ
ハ
是
が
爲

め
で
あ
る
。

　
遊
士
に
繧
濟
哲
學
は
其
自
身
の
問
題
を
有
す
る
。
経
濟
二
二
は
一
掴
の
便
覧
學
と
し
て
は
．
其
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の
封
象
と
し
て
超
越
的
五
二
的
文
化
便
値
を
規
範
と
し
て
、
不
凝
議
と
し
て
、
形
式
と
し
て
有
す
る

に
過
ぎ
な
い
。
畿
生
的
思
索
に
從
ふ
竜
の
は
、
二
三
に
形
而
上
學
鯖
読
在
を
思
は
ぎ
る
を
得
ざ
る

は
蓋
然
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
認
識
の
封
象
と
し
て
其
が
到
底
可
能
な
う
得
べ
か
ら
ざ
る
は
、
カ
ン
ト

既
に
一
百
年
の
昔
に
之
を
示
し
た
。
而
か
も
爾
吾
等
の
人
指
的
経
距
生
活
に
於
て
、
普
遍
的
委
當

性
を
有
す
る
内
容
に
よ
り
て
、
完
全
な
る
債
値
實
現
の
あ
う
得
べ
き
こ
と
に
疑
を
挿
む
こ
と
を
欲

せ
諏
竜
の
は
、
其
の
人
只
信
仰
に
生
く
る
竜
の
と
云
ふ
べ
し
で
あ
る
。
之
に
反
し
バ
、
経
濟
哲
學
は
、

只
蝋
個
の
學
と
し
て
而
し
て
一
個
の
便
値
學
と
し
て
は
経
濟
八
丈
化
債
値
な
る
規
範
に
係
は
ら

し
め
て
、
経
濟
生
活
を
可
能
な
ら
し
む
る
所
に
認
識
論
的
根
基
を
輿
ふ
る
に
止
設
ら
ず
、
更
に
其
の

二
値
の
愛
當
性
が
客
概
的
普
遍
的
な
る
を
立
謹
し
、
且
経
濟
生
活
が
買
値
實
現
、
の
過
程
な
ウ
と
見

ら
れ
得
る
に
。
よ
り
て
、
経
薩
生
活
の
蹄
趣
と
意
義
と
を
経
濟
蘭
語
化
懐
値
の
中
に
示
す
こ
と
に
於

て
其
趨
身
の
問
題
を
有
す
δ
。
更
に
此
の
如
き
二
三
的
文
化
等
値
の
他
の
文
化
贋
値
に
封
ず
る

關
係
を
究
あ
、
蔓
に
客
観
的
に
統
一
せ
ら
れ
た
る
便
値
世
界
を
論
ず
る
は
、
廣
義
の
歴
奥
哲
學
の
任

と
す
る
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
　
此
意
義
に
於
げ
る
客
観
的
超
越
的
便
値
世
界
は
、
更
に
経
濟
哲

學
に
察
し
て
其
の
問
題
の
方
向
を
指
示
す
る
竜
の
で
あ
る
。
遊
麗
に
學
問
蚕
般
の
最
後
の
蹄
着

織
が
横
は
る
。
此
の
問
題
の
解
明
あ
っ
て
、
初
め
て
吾
等
の
學
的
良
心
は
其
の
安
静
黙
を
晃
出
し

　
　
　
　
麗
憐
哲
學
の
筒
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
　
　
　
　
七
蕊

ヲ
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蕾
黒
華
研
究
　

第
五
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
六

得
だ
う
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
一
！
窟
；
考
量
．
夢
鑑
諮
芋
竃
　
（
大
正
五
年
六
月
廿
五
臼
稿
）


